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2030年までに予想される国内外の環境変化
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出所：内閣府 経済財政諮問会議 専門調査会「2030年展望と改革タスクフォース報告書」（2017年1月）より作成

＜世界経済を巡る動き＞

⚫第４次産業革命を巡るグローバル競争の激化
➢ 英国の35%、米国の47%の労働人口がAIやロボット等で
代替されるとの試算

⚫世界的な人口移動・人材獲得競争、高齢化
➢ 30年までにASEAN10ヶ国中、6ヶ国が人口オーナス化

⚫世界経済の中心の変化
➢ 中国・インドのGDPシェア：22%(10年)→34%(30年)

⚫ アジアにおける巨大な中間層マーケットの出現
➢ アジア新興国の中位中間層以上の人口試算：
19億人（14年）→34億人（30年）

⚫資源・エネルギーへの需要増加
➢ 世界の人口が2030年までに85億人に増加

⚫温室効果ガスの長期大幅排出削減
➢ 先進国は2050年までに温室効果ガスをネットゼロへ

⚫ サイバーセキュリティ上の脅威

⚫反グローバル化・保護主義台頭の懸念

＜日本経済を巡る動き＞

⚫ Society5.0の実現が経済社会に大きなインパクト
➢ 第４次産業革命に対応した変革を実行しない場合、従業
者数は30年度までに▲735万人との試算

⚫多くの外国人材との交流活発化
➢ アジアへの観光客数は30年に15年比で倍増予測

⚫人口減少・高齢化
➢ 75歳以上人口は2030年にかけて約4割増加（その後は緩
やかに減少）

⚫ インフラ・家屋等の老朽化・遊休化
➢ インフラ老朽化（2033年にはトンネルの約50%、河川管理
施設の約64%が築50年経過）

➢ 空き家率が、2033年には30.2％との予測

⚫若い世代が活力の担い手として登場
➢ インターネットやスマホが当たり前の時代に育ったデジタルネイ
ティブなミレニアル世代が生産年齢の主力層に

⚫共助社会の拡大



住環境領域
既存住宅市場の現状と国際比較
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⚫既存住宅の流通シェアは全住宅流通（既存流通+新築着工）に対して14.5％のシェアにとどまっており、
欧米諸国と比べると1/6~1/5程度となっている（2018年）



住環境領域
住宅リフォーム市場の現状と国際比較
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⚫住宅リフォーム市場規模は約6.9兆円（平成30年）と推計
⚫我が国の住宅投資に占めるリフォーム投資の割合は26.7％で、欧米諸国と比較して非常に小さい



住環境領域
住生活関連産業分野について
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⚫住生活関連産業分野は、住生活に関わる幅広い世帯・ニーズに応える新たな成長産業として期待される



エネルギー領域
エネルギー政策の変遷
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2021年 第六次エネルギー基本計画策定（予定）



エネルギー領域
用途別太陽光発電システム市場予測
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出典：株式会社資源総合システム「日本市場における2030/2050年に向けた太陽光発電導入量予測」（2020年9月）より当社加工

⚫ＦＩＴ開始から10年が経つ2022年以降、発電設備のメーカー保証期間が終わることから、設備交換や
メンテナンスの需要が高まると予想

⚫さらに20年後となる2032年以降はＦＩＴ買取期間が終了することから、リプレイスやモジュールの交換の
需要が拡大すると考えられ、モジュールのリユース・リサイクル事業が本格化

（ＭＷ）

機器の交換、メンテナンス需要拡大

リユース・リサイクル
本格化



資源循環領域
国内の廃棄物排出状況（産業廃棄物）
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⚫日本国内で排出される産業廃棄物はここ数年、
約4億ｔ弱で推移

⚫種類別では、汚泥が全体の４割強、次いで動
物の糞尿、がれき類が続き、この３つで全体の約
８割。廃プラスチック類は全体の1.7%

⚫処理の内容は、再生利用量が52.2%で半分
強を占め、減量化量が45.3%、最終処分量は
2.5％



資源循環領域
日本が目指す「循環型社会」とは（現在）
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2020/6/24 第2回 サーキュラー・エコノミー及びプラスチック資源循環ファイナンス研究会資料をもとに当社が作成

：これまでの当社の事業領域
：目指す事業領域
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【免責事項】
本資料には、将来の業績予測に関する記述が含まれています。こうした将来の業績予測に関する記述は、将来業績を保証すること
を意図するものではなく、一定の前提条件と経営陣の現時点で入手可能な情報による判断に基づくものです。従いまして、以下の
要因をはじめとする様々な要因により、将来時点における実際の収益及び業績は、業績予測に関する記述と大きく異なる可能性が
あります。

新型コロナウイルス感染状況及び政府・自治体の対応、日本の景気動向、「再生可能エネルギーの固定買取制度」の動向、
廃棄物（特に廃プラスチック類）の取扱いに関わる動向、電力卸取引市場における価格動向、他の業者との市場競争環境、
技術革新、規制環境、法律環境及びその他の当社の予測を超える様々な要因。

本資料は当社が発行する証券への投資を勧誘することを企図した資料ではありません。本資料に含まれる情報に基づいて発生し
た損失・債務に関して、当社は一切の責任を負わない旨をご了承下さい。
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